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●【先秦】文明の濫觴　百家争鳴
原始大地の文化の異彩／華夏文明成長の歴史／三王朝の統治の
知恵／謙謙たる君子の重厚な優美さ／はるか昔の先哲

●【秦漢】九州共貫　諸方経略
国土開拓　王朝統一／交通華洋，国外を見晴らす／農業は国の
基本，健やかな生活と豊かな物資／多彩な社会，きらめく宝玉

●【三国両晋南北朝】乱世繚乱　新生融合
大分裂，大移動と大融合／政治・文明の低迷／南北経済の新局
面／多元文化の綻び／対外交流と連携

●【隋唐五代】文明の真っ盛り　当代きっての風采
煌めく大業／全盛期の思い出／文明の伝播／繁栄の極みと凋落

の始まり

●【遼宋西夏金】鉄馬に乗り氷河を越える　市井の華やかな繁栄
朝野雑記：両立と抑制，均衡／江南の栄え：開発と繁栄／東京
夢華：都市と生活／域外経略：貿易と航海

●【元】多元一統　金襄嵌複合
乾符を握りて朔土を起こす／大いなるかな乾元／文明を越えて
／ユーラシア東西を結ぶ交流路を辿る／元代社会訪問記

●【明】商業勃興　海洋時代
統一された中央集権国家／海と陸の交流／称号時代の社会の顔

●【清】領土丕基　西学東漸
東方の王朝／天朝の悪夢／近代化の道
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見て楽しく、
読んでためになる
歴史地図集。

広大な中国の大地では，はるか数千年前から、各地で人々は生活し、多くの王朝は生まれては
消えていった。中国の大地のどこでどのような文化が栄え、王朝はどのように領土を拡張し衰
退し、次の王朝に変わっていったかを各時代ごとに地図で示した。また、先秦なら考古遺物、
唐代なら政治体制、明代なら交通の発達など、各時代の特徴も写真・図版とともに解説する。

Ａ４判変形（285 × 210mm）上製
カバー装╱432頁╱オールカラー

① 中国の文字世界　	●定価：本体 8,500円＋税
［編著］国家図書館中国記憶プロジェクトセンター　［訳］水野衛子
中国で使用される文字と生み出された文化を解説。

② 古漢字発展論　	 ●定価：本体12,000円＋税

［著］黄 徳寛　［監訳］藪 敏裕　商代前期より秦の時代における古漢字
を具体的に分析し、その発展史の理論的枠組みと評価基準を確立。

③ 漢字文化大観 	全２巻 ●揃定価：本体27,000円＋税

［監修］何九盈╱胡双宝╱張 猛　［監訳］杉村博文　漢字の文化的機能
と価値、その文化史に占める崇高な地位を可能な限り体系的に記述。

② 敦煌の仏　	 ●定価：本体9,300円＋税

―莫高窟一千年の歴史と芸術	 ［著］段文傑［監訳］向井佑介
敦煌莫高窟の芸術に魅せられ、その調査と研究に生涯をささげた敦煌
研究院名誉院長、段文傑。その主要論考の内、莫高窟の芸術と歴史を
理解する上で特に重要な九編を収録。著者の模写図版も多数収録。

③ 日本古典文学の伝播と翻訳
●定価：本体9,400円＋税	 ［著者］王暁平［監訳］濱田亮輔　
近代中国の知識人たちは日本古典を中国語に翻訳していた。対象作品
の文学史での位置づけ、中国の時代・作品との対応も重視した当時の
翻訳状況を、万葉集・今昔物語・俳句を中心に取り上げ考察する。
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中国歴代王朝の成り立ちから滅亡までの歴史を、地図を中心に、その政治制度、経済、
宗教、文学、芸能などを、豊富なカラー図版などをまじえながら、わかりやすくコ
ンパクトに解説します。中国史の入門書としても楽しく読むことができます。
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{ 唐の開元二十四年（736 年）中央官庁役人の官位、朝衣及び俸禄 }

5000 10000 15000 20000 25000 30000 35000100200300400500600700800 0

31000

24000

17000

11567

9200

5300

4100

2475

191757

67

80

100

200

300

400

500

700

官位

正一品

正三品

正五品

正七品

正八品

正二品

正四品

正六品

正九品

上元元年

紫色、金玉帯

深い緋色、金帯

うすい緋色、金帯

深い緑、銀帯

うすい緑、銀帯

深い青、鈴石帯

うすい青、鈴石帯

月俸（文）禄米（石）

「左祖右社 」の体裁に則り、宗廟は皇城の南東の角に設け大社は宮殿の南西の角に設けた。六省、九寺、五監、十六衛、東宮官署は「条坊制を以て

これに準じ」整然と配列された。御史台は刑法制度の政令を掌り、監察機関として朝廷の役人を厳しく取り締まった。九寺 ：太常寺は郊廟の祭祀を、

光禄寺は朝廷の宴会業務を、衛尉寺は儀仗・武器庫を、宗正寺は天子一族を、太僕寺は車馬・牧畜を、鴻臚寺は賓客の接待・葬儀を、大理寺は刑獄を、

太府寺は財政・貿易・物価を、司農寺は穀物貯蔵を管掌した。五監：将作監は土木建築を、都水監は水利事業・航行・橋梁を、国子監は学校を、軍器

監は武器製造を、少府監は職工を管掌した。

{『唐律疏議』残片 } 
現存する完全な唐代の律令は『唐律疏議』
である。すなわち永徽年間の『律疏』で、
全 30 巻 12 篇 102 条から成る。法律の条文
と注釈（条文解釈）を合わせて編纂したも
ので、唐の高宗が長孫無忌、李勣等に編纂
を命じ作成され、永徽四年（653 年）に頒
布された。後の世の法律の手本となった。
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度全国を統一した。

唐の太宗李世民は人を見分け活用し、謙虚に諫言

を受け入れた。諫臣魏徴と政について論じ、模範と

称するに足る人物であった。周辺の民族に対しては

懐柔政策を実行した。以前の居住地では「全員にそ

の居住地の風俗習慣に従」わせ、羈縻府州制度を確

立、各部の酋長を都督、刺使とし元来の風習や社会

制度に則り統治した。しかし、内地を侵略する者や

朝廷に対し深刻な脅威をもたらす者に対しては、唐

王朝は決して甘い顔は見せず、高昌を平定し東テュ

ルク、吐谷渾を滅ぼし、薜延陀等を打ちのめすこと

により辺境地域の安定を保った。

唐の初め、中国史上唯一の女帝―武則天が現れ

た。建国号は「周」、歴史上では「武周」と言う。

女帝武則天在位期間、政治は明朗で、経済・社会は

持続的に発展し「貞観の遺風」が色濃かった。政治

においては彼女は王孫の後代を討ち貴族勢力を弱体

化させ、科挙の制度の発展を通じて才能ある若者を

抜擢し統治の基礎を拡大していった。経済において

は農業生産を重視し「建国の基本は農業にあるべ

き」と提唱した。軍事面では北庭都護府を設け、安

西都護府と天山の南北両路を分割し管理、辺境の安

定と中国と海外の経済、文化の交流を保証した。

唐の玄宗の開元、天宝年間には再び繁栄を見た。

玄宗は姚崇、宋璟等の賢才を重用し、無駄な官職を

整理淘汰し、水利事業を興し、農耕と養蚕を奨励

{ 唐の太宗 } { 武則天 } 

{ 唐「中書省の印」 } 

し、兵制を改革、仏教の氾濫を抑制した。唐王朝は

大発展、大繁栄の黄金時代に入った。杜甫は詩に

「憶う昔開元全盛の日、小邑猶お藏す万家の室。稻

米は脂を流し粟米白く、公私の倉廩倶に豊実たり

（むかし開元の時代の全盛日々の日々を思い返す。

小さな町にも万を数える家があった。米はつやや

かで粟は白く、公私いずれの米倉も充実しいてい

た）。」と詠んでいる。
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「それを持ち火に近づけ」、茶餅が「ガマの背中」のようになるまで炙る

茶餅が冷めたら細かくなるまですり、ふるいにかけた粉茶を

箱に入れ蓋をしっかり閉めて置いておく

魚の目のような泡が立ち微かな音が立つ

縁に泉が湧くように珠を連

ねたような泡をたてる

波立つように煮えたぎる

通常、茶湯一升は碗五杯分に注ぎ分ける。第一の碗の茶

が最も良く「雋永」と呼ばれ、以降順次逓減する。

木炭の使用が最も良い

あるいは堅い樹の薪を使用

山の水が上

一沸 若い

熟成
中湯（最も良い）

二沸

三沸

川の水が中

井戸の水が下

お湯を沸かすカギは湯ご

ろにあり

水

{ 唐代茶芸の流れ }

{ 茶碾（ちゃうす）}

{ 唐代鞏義県緑釉茶鍑 } 

{ 越窯青磁盞托 }

重んじ別離を軽んずる。先月は浮梁に茶を買いに行

った」と揚げたことがある。

水利は農業の命綱である。唐王朝は水利建設を重

視し、工部に設置した水部郎と員外郎において全国

の水上運輸事業、灌漑を一手に管轄するとともに水

利管理法規『水部式』を発布した。一代前の朝代に

比べて唐代南方の水利施設の数は著しく増加した。

十分な食物供給は人口増加を推し進めた。文献の

記載によると、唐代絶頂期の人口は5000万余にま

で達したが、戸籍の漏れや辺境民族の人口が統計に

反映されていないことを考慮すると、全国の人口は

8000万人前後であったはずである。当時の生産レベ

ルと科学技術の条件においてはこの数字はかなり驚

くべきものである。

沸き初めに塩を加え「塩味に調整する」。二度目の沸騰時、

まず柄杓で水をひと掬いする。沸騰した湯の中心に竹の箸を

入れ回すようにかき混ぜる。粉茶適量を取り沸騰した湯の中

心を利用して茶を傾けて下へ沈める。しばらくのち、あらか

じめ掬っておいた水を煮えたぎった茶湯に入れ沸騰を鎮める。
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{ 唐代天宝年間（742 ～ 756 年）人口分布略図 }

{ 唐代の人口情報 }
単位：人
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本黒点はひとつが
戸籍人口1万人を
表している。
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本文見本
「唐代情勢図」は85％、
その他は40%に
縮小してあります

突厥牙帳

●歴史を文物と共に解説 ●律令の図版や役人の俸禄を図示

●人口分布も図示●茶文化の広がり


